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l．はじめに   

これまでに扱われている在庫問題では、一企業内における在庫の最適化を求めるものが多かった。しかしなが  

ら二つの企業が競合する時には、それぞれの企業がどのような戦略をとればよいのであろうかということを考え  

る必要が現れてくる。我々はこれを部分的にではあるが、ゲーム理論的に解析を進める。   

本稿では、製品を同価格で販売する二つの企業が直線上の市場に一様に分布している顧客に対して商品を提供  

するモデルについて考察をおこなう。またモデルでは計算を簡単にするため、企業を線分上の両端に配置するも  

のとする。主な目的は【1】でも見うけられるように、発注や維持、不足を考慮した総コストを最小にする最適発  

注量を求めることとする。  

2．モデル   

2人のPl町erI，ⅠⅠが価格γの同一製品を販売するために長さ1の線分上に同時に店を出し、市場を分け合う。  

【0，1］区間においてPlayerIの位置を0、PlayerIIの位置を1に配置するとする。各playerの発注量zi，i＝1，2は  

単価q，豆＝1，2で期首に入荷される。ただしγ≧qとする。このモデルでは不足が生じた場合、バックログされ  

ないものとする。pl叩el・は在庫がなければ信用を失うという意味でペナルティを受ける。そのときの単位当たり  

のペナルティコストを釣とする。また、余剰晶に対して単位当たりんiの推持費用がかかる。わを市場上で与えら  

れた客数（需要量）とする。客は【0，I】区間上に一様に分布しており、一人一個の製品を距離の近い方の店へま  

ず買いに行き、在庫がなければもう一方の店へ買いに行くものとする。この時需要をみたされない客もいること  

に注意せよ。客は各地点を同時に出発し、到着時間は移動距離に比例するとする。そのときの単位当たりの移  

動時間をtとおくと、計画期間としては…fであると考えることができる。PlayerI，ⅠⅠは非協力的であるとする。  

各playerの目的は鱒コストを最小にすることである。その時、各playerは期首にどれだけ発注しておけばよい  

のであろうか。そこで発注量zl，Z2は独立に決定される。  

q（zl，Z2），j＝1，…，6を期平均コストとする。まず、発注量z豆と需要量ぁの関係によりいくつかの場合分けが  

必要となる。その各場合の期平均コストを計算し、最適発注量z；，Z芸とその時の最′J、コストを求めると次のよう  

な式が得られる。ここでは最適発注量を求めるため、minimax基準を用いた。   

Ca5el・Zl≧書かつZ2≧書の場合  

z；＝喜，C壬（z；，Z2）＝（号＋籠一芸）わ，ぢ＝書，q（zl，Z；）＝（晋＋短一芸）む・   
Case2・0≦zl＜書かつZ2≧喜の場合 ヱ1＋之2≧ぁのとき  

丁 

，1 2満票担 わ．  
z；＝豊，q（zl，Z；）＝（箸－r）け（主九2＋γ）zl一生妥 3む●   

Ca5e3・0≦zl＜書かつ勿≧喜の場合 zl＋z2＜ぁのとき  

↑ 

，11 1一等震鮮｝わ．  
（i）。2≦7・＜c2＋帥2－毒旗のとき z；＝喜，q（zl，Z；）＝鴛呈一号zl＋（守一妄＋ 籠＋翳）む  

（3r－3c3一九2＋2p2）  
（ii）e2＋帥2一書鍋≦r＜c2＋畢のとき  z；＝   2（ん2＋p2）  

（3r－3c3一九2＋2p2）2  q（zl，功＝窃＋（γ－C2一帥2）zl＋（主拘一帥2）わー  
12（h2＋p2）  

匝）c2＋ 彗戸≦γ＜c2＋警㌍のとき  ぢ＝諾患わ，  
q（zl，ぢ）＝窃一驚zl＋笥諾わ一誓輌－  

（iv）γ≧c2＋響のとき  ぢ＝匪認諾㌃p旬  

（3r－3c2－た2＋2p2）（2た2＋3p2）  

12（h2十p2）  

q（zl，ぢ）＝悪＋（r－C2－ん。一書托）ヱ1＋（去托一帥葎－ （3ト3cっ‾「一句十円）♭・  
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C揖e 

＝ 

＝ む，q（zl，Z；）＝要一守zl＋（守一 
ぢ 驚譜三）わ・  

C鮎e5・Zl≧書かつ0≦勿＜喜の場合 zl＋勿≧とき  

z；＝豊，q（z；，勿）＝（告一丁うわ＋（喜九1＋r）z2－－一訂・  

（i）－・≧c2＋帥2－…拘のとき z；＝喜，q（zl，Z；）＝（箸＋籠一芸）わ・  
旦三 

（ii）γ＜c2＋喜ん2－…旗のとき  ぢ＝笥琵詳わ，q（zl，ぢ）＝（島拘一篭器譜）∂・  
Ca5e6・Zl≧書かつ0≦勿＜妾の場合 zl＋z2＜むのとき  

（i）cl≦γ＜cl＋帥1－圭plのとき z；＝書，q（z；，勿）＝聖顔－  L
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 （3r－3cl－た1＋2pl）  （ii）cl＋…九1一書pl≦r＜Cl＋皇㌔竿 z；＝   

2（hl＋pl）  

q（z；，Z2）＝窃＋（γ－Cl一往）z2＋（主pl一帥庸一  （3卜3cl一九l＋2pl）3  

12（hl＋pl）  

（iii）cl＋牢≦γ＜cl＋！㌔寧のとき  z；＝誅豊わ，  
q（z；，Z2）＝窃一驚z2＋篤慧卜彗担－  （3r⊥3cl－hl＋2pl）（2J11＋3pl）  

12（hl＋pl）  
（3r－3cl－2†11＋pl）  （iv）γ≧cl＋讐拝のとき z；＝   
2（hl＋pl）  

q（z；，勿）＝窃…㌧Cl－ん1一書pl）z2＋㈲1一去瑚－  
1）（r－Cl＋pl）  （3r－3cl－2ん1＋   

4（hl＋pl）  

（i）↑－≧c2＋喜九2一書拘のとき z；＝妾，堵（zl，Z；）＝（号＋専一妄）む・  
」 7一‾抄とき  z；瑞諾穿わ，矧ん引＝指俄宗完済｝わ・   

上で得られた最適発注量z；，ぢを各playerの戦略の候補とし、平衡点を求める。  

Cl≦丁・＜cl＋去九1一書plかつCl≦7，＜cl＋帥1－…plの場合のみをここで示す。  

この時、PlayerIの戦略はz；＝書と三相bであるoまた、PlayerIIの戦略もz；＝豊，笥窯穿bであるo  
これを次のような利得行列で表す。  

ⅠIl  II2  

（Cf（z；，書），C粘ぢ））  （q（z；，笥諾穿わ ），q（豊，Z；））  
（q（z；，喜），q（笥講評わ，ぢ））（q（z；，笥講評 わ），q（笥霊師，Z；））  ；：（  

そこでIl，Ⅰ2はPl句作1・Ⅰの戦略、ⅠIl，ⅠⅠ2はPl町el・ⅠⅠの戦略であり、Il＝ⅠIl＝書，Ⅰ2＝等讃群岬2＝笥琵評む。  
3  ′  3cl＋ん1－2pl  Cトq＝q－q＝   

q－C壬＝q－q＝  

）2≧0  
4（九1＋pl）、■  3  

3  ′  3c2＋ん2－2托  
）2≧0  

4（九2＋旗）2、’  3  

であるので、囚人のジレンマ型の行列となり、平衡点は（q，q）である。  

ぢ＝至㌫諾穿わである。  よって平衡点はz；＝等讃群わ，  

この他の結果については当日発表する予定である。  

4．おわりに   

今後の研究課題として次のようなものが挙げられる。  

1．情報が不完全である場合の考察。   

2．2人のプレイヤーが互いに協力できる場合の分析。   

3．プレイヤーが3人以上いるモデルについて。   

4．客が一般的な分布に従うモデルについて。  
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